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［優　秀　賞］　ガス導入素子「標準コンダクタンスエレメント」

代表取締役社長
中島　秀敏 氏

　標準コンダクタンスエレメント（SCE）は、1マイクロメートル（マイクロは100万
分の1）以下の微少な孔を持つ多孔質焼結体を用いたステンレス製ガス導入素子。
高真空・超高真空での定量測定で用いる四重極質量分析計の基準や電離真空
計の校正、マスターリークなどに活用できる。
　ステンレス製のため耐久性に優れ、年間のコンダクタンス(気体の流れやすさ)
の変化も3%以下という高い安定性を実現。交換回数を減らし、作業効率を高め
た。水素やヘリウム、二酸化炭素、液体蒸気など24種類の任意のガスに対応で
き、自動車の燃料吸排気系部品や有機EL用バリアーフィルムなどの開発にも貢
献している。　　　　
　気体は大気圧下では「粘性流」と呼ばれる流体のような流れをするが、バルブや細管を通過する際には「中
間流」という状態になり、真空容器の中では「分子流」という気体分子が一つひとつ独立して運動する状
態へと変化する。中間流には複雑な非線形現象が含まれるため、その流れの特性を解明することが困難で、
高真空・超高真空での圧力測定の絶対値に対する信頼性は低く、定量測定は困難だとされてきた。
　SCEは、課題解決に向け任意のガスを粘性流の状態から中間流を介さずに直接分子流として真空チャ
ンバー内に導入することで、気体の種類や温度が変わっても、その流量を高精度な再現性で定量できるた
め、真空計などの校正において信頼性の高い基準になる。SCEのコンダクタンスは、産業技術総合研究所
が保有する国家標準にトレーサブルな値として校正され、ユーザーに供給されている。


